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（２面に参加者の感想文）

健康と医療について語り合う会　聴覚障害者ら 22 人が参加

　神戸支部は８月 27 日、神戸市障害者福祉センターで健康と医療について語り合う会を開催
した。これは神戸ろうあ協会からの講師派遣の要請に応えたもの。神戸掖済会病院麻酔科・救
急科部長の馬屋原拓先生が「新型コロナウイルス感染症と熱中症～どちらも予防するために～」
をテーマに講演し、市民・聴覚障害者の方を中心に22人が参加した。参加者の感想文を紹介する。

マスク着脱・水分補給

コロナ禍での熱中症予防の
ポイントを解説

兵庫県保険医協会 神戸支部 院内感染対策研修会のご案内 

「外来での感染予防対策」 
～新型コロナウイルス、インフルエンザの流行に備えて～  
 日 時 2020 年 11 月21 日（土）午後 2時 30 分～4 時 30分 

 会 場 兵庫県保険医協会５階会議室（JR･阪神元町駅東口を出て南へ徒歩７分）  

 講 師 済生会兵庫県病院 

   感染管理認定看護師 小川 麻由美 氏 

 参加費 １，０００円 (受講された方には受講証を発行します) 

定 員 50人（定員になり次第締め切らせて頂きます） 

※新型コロナウイルス感染防止のため、必ず事前申し込みをお願いします。また、 

当日はマスクを着用の上、ご参加ください。 

「医療安全管理」「院内感染対策」に関し、医療法では職員・従業者の研修を年２回程度実施す

ることが求められ、無床診療所(医科・歯科)の場合は外部研修でも認められます。 

神戸支部では外部研修として位置づけていただける、院内感染対策研修会を企画しました。新

型コロナウイルスなどインフルエンザや感染症流行のシーズン到来に備え、改めて外来での

患者対応や職員側が注意すべきポイントなど振り返ります。さらに現場ですぐに実践できる

ノウハウを講演いただきます。ぜひご参加下さい。 

 ※お問い合わせは、電話 078-393-1805 有本・小西まで 

参加申込   FAX(078)393-1802 へご返信下さい 

 神戸支部院内感染対策研修会  11/21(土) 

参加者氏名 職種 

  

  

  

  

  
 

※受講証作成のため参加者氏名は楷書でご記入をお願い申し上げます。 

 

(       )区  医療機関名                        

ご担当者名                  ℡（    ）   －      

FAX（    ）   －      

人との距離が取れる場合にはマスクを外すなど、コロナ禍での熱中症予防のポイントを

馬屋原先生（左上）が解説した
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患者負担増 みんなでストップ !
　協会・保団連では、「患者負担を増やさないことを求

める署名」（みんなでストップ！負担増署名）を集めて

います。現在、７５歳以上の窓口患者負担を原則１割か

ら２割にすることをはじめとした、負担増が計画されて

います。これ以上負担増が進むと、必要な医療を受ける

ことが難しくなります。負担がのしかかるのは、高齢者

のみではなく、全ての世代に及びます。私たちは、お金

の心配なく安心して受診できるよう、以下の事項を求め

ます。

一．患者負担を増やさないでください

一．お金の心配なく安心して受診できるよう、窓口負担

を軽減してください

　会員の先生方には、署名用紙をお届けしております。まずは院長先生ご自身、ご家族、

職員の方からご協力をお願いします。追加のご注文は、事務局 TEL:078-393-1807 まで

署名にご協力ください

署名用紙（上）の他にポケット
ティッシュなどのグッズもご活
用ください

　

　今一番関心がある「新型コロナウイルス」「熱

中症」、この二つのことを一度に聞けるチャン

スと思い、参加しました。

　テレビのニュースでは連日新型コロナウイ

ルス感染者数の発表があり、東京がダントツ

1 位ですが、先生のお話では、第二波は大阪

の方が多いとのこと。東京の時は少しのんび

りしていましたが、お隣の大阪での感染拡大

は、兵庫県への影響が（人数的にも）出てく

るのでは…と一気に心配になりました。

　安心できたお話としては、日本は他の国と

比べると死亡率が圧倒的に低いということで

した。人工呼吸器をつけた方も、5 人に 3 人

は元気になっているそうです。でも高齢者が

感染すると命に関わるのは第一波と同じなの

で注意が必要です。

　死亡数でいえば、8 月の東京のデータでは、

新型コロナウイルス感染症が 9 人に対して、

熱中症が 103 人。熱中症予防には、エアコン

を使って、水分摂取をこまめに取ること、ま

たマスクを外すことも大切です。屋外で、人

との距離が 2 ｍ以上離れている時は、マスク

をはずしても大丈夫だと聞いて、暑い夏を頑

張って乗り切れるような気がしました。

　まだまだ解明できていないことが多い新型

コロナウイルスですが、うつらないためにも、

うつさないためにも、「三密を避ける」「帰宅

後に手や顔を洗う」など私にできることをき

ちんと行い、感染予防に努めたいです。

　参加された方からたくさん質問があり、関

心の高さが感じられる講演でした。

【参加者・Ｍ】

（１面の続き）
兵庫県保険医協会神戸支部 研究会のご案内 

一般診療所で新型コロナ感染症と 

どう向き合うのか、どこまで診れるのか？ 
  

神戸支部では表記研究会を企画しました。診療所として、PCR 検査と抗体検査を行うことを決めた

東神戸診療所の郷地秀夫所長に、診療所の取り組みについて経験を伺います。ぜひご参加ください。 

 

日 時 11 月７日（土）15 時～16 時 30 分 

   会 場 兵庫県保険医協会 ５階会議室 

講 師  中央区・東神戸診療所所長 郷地 秀夫先生 

   定 員 50 人  参加費 無料  

※感染拡大防止のため必ず事前にお申し込み下さい。Zoom での視聴も可能です 

お問い合わせは TEL 078-393-1807 担当：小西・楠(ｸｽﾉｷ)まで 

【来場参加申込】 FAX 返信：078-393-1820 

□参加（  ）人 

地区        医療機関・施設名      

お名前       TEL         FAX           

【オンラインによる視聴の申し込み】  

「Zoom」により、ご自宅や医院から視聴いただけます。ご希望の方は、件名を「11/7 研

究会申込」として、①お名前、②医療機関名、③連絡先 e-mail 及び電話番号 を、

konishi-s@doc-net.or.jp までご連絡ください。 

後日、ご案内メールを送信します。 

 インフルエンザ流行期を迎え、発熱患者さん、新型コロナ感染疑いの患者さんに、一般診療所がど

こまで対応できるのか模索する中で、当院の基本姿勢と、具体策をご紹介します。 
＜当院の新型コロナ対応策の３つの基本方針＞ 
１）患者さんを守る ；発熱患者さんをできるだけ断らない（低酸素など重症者を除く）。 
 ①PCR 検査と新型コロナ精密抗体検査を当院で行う。 
 ②発熱外来室を別に造り、他の患者さんへの感染を防ぐ。 
２）職員を守る ；医療者が院内感染を起こさないように対策、準備する 
３）地域住民や医療福祉関係との連携、貢献；幅広く希望者に PCR、抗体検査を提供する【郷地 記】

こんな時に負担増？

感染予防に努めたい
感
想
文


